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Alastorの意味

蜂谷昭雄

1

月/α∫わγがシェリィの仇刑ルナと称されて,彼の作品中最も多くの論文

をその周囲に集めたのは,その探遠さのためではなく,むしろ曖昧さのため

であった。従って助弼/gJと違って,報いられること少ないかも知れない

が,やはり仇刑JeJ同様,曖昧さが一つの魅力を加えているとも言える。

実際,少し注意深く読めば分かるように,シェリィは難解な詩人であり,

AJがわγは中でも難解なものに属する。そして読む人の視点によって,異な

った姿を呈し,異なった色調を帯びるのは,作品の立体性をもの語るととも

に,シェリィ自身の視点が単一でないことにも起因するのである。いわゆる

ワーヅワァス的な面も,重視されて来た一面ではあるが,それでもってこの

詩全体を律することはできない。数多くのワーヅワァス的遺響にもかかわら

ず,この詩はシェリィとワーヅワァスとの決定的な相違を際立たせるもので

あって,主人公なる詩人のモデルをワーヅワァスに求めることの不当なのは

勿論,むしろワーヅワァスの影響下から独立して行く新しい詩人の誕生をこ

そ,この詩は告げるものである。そこでまず,ワーヅワァス的遺響の具体例

に触れておこう。普通に指摘されている`obstinatequestionings'(26),

`naturalpiety'(31),"tOOdeepfoItearS"(713)以外にも,それらは認め

得るのであって,例えば`incommunicabledream'(39)は`incommunicable

Sleep'(AjfliclionqfMhrgareE,56)に,また`hopeanddespair,/The

torturers'(639f.)は`torturinghope'(77ieErcursion,i,913)に多分由来

するものであろうし,`thedeepheartofman'(49)なる句も漠然とワpヅ
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ワァス的である。しかしこれらの例が殆どすべて,720行からなるこの詩の

最初と最後の部分に集中することは注目されてよい。つまりワーヅワァス的

視点が全篇の枠組みとして採り入れられながら,全体の内容がそのような枠

組みに収まり切らないでいることも,この作品の問題性の一つである。事実

`naturalpiety'一つにしても,この詩をQueenMabの延長上において,必

然論の立場から眺めると,この句の出典をベイコンの随筆`OfSuperstition'

からの一節に求めることも可能である。(シェリィはQ〝ββ乃〟α∂への長文

の注において,すでにこの句をベイコンのものとして引用している。)また

`hopeanddespair/Thetorturers'或いは`agloomysmile/Ofdesperate

hope'(290f.)なる句も,Alastorへのシェリィ自身の序文における`untimely

grave'対`slowdecay'という二律背反的必然論と同質に見なすこともでき

る。この作品における詩人自身の視点の多元性は単なる曖昧さではなく,懐

疑主義的立場に基づくものであろう。例えば,同じ1815年頃に書かれたと考

えられる断片的論文α柁α」物血仰グ∫ね加では,シェリイは経験論的伝統

に従うratiocinativeな思索家の態度でもって,来世の可能性を否定する。

しかしその故をもってGraboのように,この論文の年代を繰り上げようと

しても問題は片附かない。1818年に至っても,なお否定的な`Sonnet:Lift

notthePaintedVeil'の如きが書かれている一方,来世に対する積極的な希

望と信仰を打ち出したかも知れない例はすでに`OnDeath'にも見られる。

しかしその中間の時期にあって,懐疑主義者としての面目をはっきり表わし

ているのが,Q振切れ怖詭(1812)からAJがねr(1815)に至る主要作品の系列

である。むしろ来世へのVisionは部分的にはQueenMbbに一そう著しい。

2

AJがねγの問題点にはいる前に,シェリィの当時-あるいは全生涯-

の関心がいずこに向けられていたかの例として,A/α∫ねrα乃dOf如rPoe〝ば
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に収められた一篇`To-'を採り上げて考察したい。それがA/α∫ねγに対

して有する意義は,そのうちに明らかになるであろう。わずか36行の小篇な

がら,AJがわγとの語句の類似,照応は二,三に止まらない。一体この詩は

コゥルリッジに寄せたものとメアリィ夫人が考えてから,一般にそう解され

ているけれども,それは47がわγの主人公をワーヅワァスと見るのと同じ

誤まりで,むしろシェリィ自身に対する語り掛けと見るべきものである。メ

アリィには,そのように考えるべき何かもっと客観的な証拠があったかも知

れないが,一つにはこの詩のエピグラフに採られたギリシャ文がその理由で

あろう。というのは,d4gPrgJd101∑β〝077〝0Ⅳ'4〝Or〟0Ⅳ.(涙をも

って私は非運に耐えよう)という,この言葉はエウリピデスの拗∂/〆附,

1144の引用であって,元来はコロスが主人公ヒッポリュトスに寄せる同情の

言葉だからである。しかしシェリィには,文脈を離れて自由に借用するくせ

があるし,今の場合もそれだけを見れば,わが身の不運を欺くと見るのがむ

しろ自然な言葉づかいである。ともかく以下の言葉は詩人自身に対して向け

られたものと考えよう。

Withmountainwinds,andbabblingsprings,

Andmoonlightseas,…

Thoudidstholdcommune,…(7,8,10)

Andthouhastsoughtinstarryeyes

Beamsthatwerenevermeantforthine,(13f.)

Ah!whereforedidstthoubuildthinehope

Onthefalseeart'sinconstancy?(19f・)

ここに言われる`falseearth'とは自然と人間とを等しく含める言葉であ

る。しかし,`NoughtmayendurebutMutability'(`Mutability'16)と歎
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じた詩人は,人間界の裏切りをも,物質的自然界の法則と同じ必然の働らき

と見るが故に,他に対して恨むことはしない。詩人が自然や人間との交わり

を求めたのも,それ自体のためではなくて,それらが啓示し,釈き明かして

くれると彼が期待したところの,超自然界への認識の媒介としてである。そ

う考えると,この詩の第一聯の心象が先に引いた部分の`winds'や`starry

eyes'に対して持つ意味がはっきりする。

Oh!therearespiritsoftheair,

Andgeniioftheeveningbreeze,

Andgentleghosts,Witheyesasfair

Asstar-beamsamongthetwilighttrees:(1-4)

しかし詩人はもはや自らの心以外に向かうべき所を持たない。

Didthineownmindaffordnoscope

Oflove,OrmOVingthoughttothee?…

Thineownsoulstillistruetothee,

Butchangedtoa丘endthroughmisery...(21r2,29-30)

Aわざわγの問題が始まるのはここから先である。シェリィにあっては自然

は常に,超自然の前景として,あるいは自我の意識の象徴としてのみ存在を

保つ。彼にとってはモン・プランも西風も詩人の精神と感応する限りにおい

てのみ存在し,むしろ詩人の精神の象徴として内界に吸収されてしまう。そ

れはボードレールの「象徴の森」(J生炒滋盛り押血k)でもあり,バークリ

ィの主観的観念論のシェリイ流の独在論(solipsisrn),無世界論(acosmism)

への帰結でもある。シェリィにおいてしばしば非難される自己憐憫も,nar-

Cissismもこの文脈において眺めなければ理解されない。人間精神のかかる

壮大な劇化がPrometheusUnboundであり,Riegerの表現を借りれば,



30 AJα虚〝の意味

…the"action"ofPromeiheusUnboundelaboratesaspectsofasingle

actofforgiveness,performedjustbeforetheriseofthecurtain;the

SimultaneOuS"timeHofthefirstthreeactsshiftstoeternityinthe

last;"place"extendsthroughoutthementallandscapeofPrometheus,

Whoisstrictlyspeakingtheonlycharacter.

そこで,当面問題としている詩に現われた`丘end'については改めて

Aわざわγとの関連で論じなければならないが,差当っては別の方向に注意を

向けよう。それはメアリィ・シェリィのダγα乃如乃∫ね邦である。この「ゴチ

ック的」恐怖小説が同類の多くの作品の中で,ひとり現代にまで生き残った

理由の一つは,二流の才能であった著者の意図を超えて,それが含む心理的

真実の故であり,バイロン,シェリィらの多くの詩と同じく,それが相剋す

る自己意識を扱っている点にある。この小説が着想されたのは,メアリィが

後に記すところによると(リーガァに従えばメアリィの証言は常に疑わしい

のであるが),1816年の夏スイスの山荘でバイロン,シェリィ,メアリィの

三人が語り合った際に,夫々が超自然的物語を書き上げることが提案された

ことによるのであって,結局メアリィのみがそれを果すことになった。1816

年といえばAJがわreね.刊行の年である。そしてその詩集からも,またシ

ェリィとの平常の生活からも,19歳のメアリィが多いに刺激を得たであろう

ことは,メアリィの弁明にも拘らず,想像に難くない。そしてこの分裂した

心理的葛藤への,メアリィのあるいは無意識な洞察が,一般の人心の中で

フランケンスタインの名を彼が創造した怪物と混同させる一因となった,と

いうのはRodwayの指摘するところである。一方奇妙なことに,Alastor

とは復讐神を意味するというピーコックの主張にも拘らず,それを同名の詩

の主人公の名前であると思い込んだ人は多いのであって,その中にはシェリ

ィに対するやや軽率な誤解を時に非難されるF.R.Leavisだけではなく,
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すぐれた理解を示すD.G.Jamesや,特に上述の指摘をなしたロドウェイ

までが含まれることは,これまた彼の説の心理的真実性を裏付けるようで面

白い。ところで,この`changedtoafiendthroughmisery'に対して

ダγα癖β乃∫ね花を引合いに出したのは,その第十章に,主人公ヴィクタァの

分身というべき怪物の,次のような言葉が現われるからである。

`1wasbenevolentandgood;miserymademeafiend...Believe

me,Frankenstein:lwasbenevolent,mySOulglowedwithloveand

humanity:butamInotalone,miserablyalone?・='

これは`To-'とも,Aわざわγとも部分的に共通する主題であって,

`To-'がこの点に踏み止まろうとするところを「節制血独流血とAJのねγ

とは夫々の方向に追求を進めているのである。ともかく,`To-'は次のよ

うに続いて結ぶ。

This丘end,Whoseghastlypresenceever

Besidetheelikethyshadowhangs,

Dreamnottochase;-themadendeavour

Wouldscourgetheetosevererpangs,

Beasthouart.Thysettledfate,

Darkasitis,allchangewouldaggravate.(31-6)

この最後の二,三行には,またしてもエウリピデスのエコーが聞き取れる

のではなかろうか。

・‥わ0♂'岸でα〃∂通汀αγ一

丁占r∂U♂∂α毎0ノ.んγ叩αリαγ一

〟αは粛〟毎的目前叩殖婚孔.

〃けαβdj永あけα〝OpJα.

(砂丘膨乃α乃Tb〟rわ,1117sqq.)
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(Ienvythoseunhappyfromtheirbirth,

Fortobebredandseasonedinmisfortune

Istobeirontoit,

Butthereissomethinginthepangofchange

Morethantheheartcanbear,…)

(tr.Bynner)

3

先に触れた,シェリィの友人であった小説家T.L.ピーコックに,AJがねγ

なる題名の由来を聞こう。

Iproposedthat〔title〕whichhe〔Shelley〕adopted.TheGreekword

'AldqTa・PISaneVilgenius,KαKOαLFLWp;thoughthesenseofthe

twowordsissomewhatdifferentitisintheaIのEZe'AldqTWP7KaKbe

∂αLFLWL,TrOeiDf)fAeschylus・ThepoemtreatedtheSpiritofSolitude

asaspiritofevil.1mentionthetruemeaningbecausemanyhave

SuppOSed`Alastor'tobethenameoftheheroofthepoem.

ピーコックが引いている,アイスキュロスからの用例は,PerSαβ,334で

あるが,壷短岬は特にギリシャ悲劇に頻出する語であり,先に取上げた

`To-'にも,エウリピデスからの引用やエコーが見られることから察し

て,シェリィは当時もギリシャ悲劇に親しんでいたであろう。そしてかなり

なHellenistであった彼は,dldqTa.Pの意味についても,ピ,コックより

もよく知っていたかも知れない。Liddell&Scottによればその語義は次の

如くである。

1・aVengingspiritordeity,Withorwithout∂αlFLa"・

11.Pass.,hewhodoesdeedswhichmeritvengeance,WretCh.
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後者の用例はアイスキュロスの肋間e瑠id¢S,236に見られる。∂毎ou∂主

甲叩幽如&払m仰(アラストールなる我を情け深くも受容れ給え)と祈る

のは,ここでは復讐神に追われる身のオレステスである。従ってシェリィの

意図したところでも,`Alastor,OrtheSpiritofSolitude'とはある意味

で主人公自身を指し,文字通り`alonewtithhimself'なることを求めた詩

人は,自己の影を追い求めているのではないか。これは`To-'において

詩人が,思い止まるべく自己をいさめたまさにその事なのである。しかし「求

める」と呼ぶには余りにpassiveな詩人の心的状態は`passion',`impulse',

あるいは`driven',`obedient'などと,頻繁に繰返される語によって強調さ

れるように,それ自体は空虚なる器の如くである。(頻出する`vacant'と

いう語もkey-WOrdsの一つである。)そしてdldoTa,Pの語原がストアのク

リュシッボス(Chrysippus)によっては,dldoFLαE(wander,rOam)に求めら

れたことを考え合わせると,地理的な彷復の意味でも,これは詩人を表わす

にふさわしい言葉である。上の月お鵬の転成持からの例が,復善の女神たちに

追われて国々を狂い巡るオレステスの言葉であることが,この意味でも思い

合わされるのであり,現にLattimoreはこの一行を`Thentakeinofyour

gracethewanderer'と訳出している。更に想起されるのはAlastor677ff.

にも言及されており,少年の日からシェリィの念頭を去ることなく,7肋

Wb紹d〝函g力邪から月bJJがに至るまで登場する「さまよえるユダヤ人」

AhasueruSである。この`vesselofdeathlesswrath,(678)と詩人との対

比は一そう鮮やかとなろう。

ところがピーコックの証言に対する判断はさまざまであって,Bakerの

ように,その価値を否定し去る論者もあれば,Rogersのような研究家が暗

黙にこれを受容れながらも,シェリィに関連しての彼自身のプラトンの理解

から引出す次のような結論は,かなり正しいと思われる。
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WhatishappeningisthatastruggleistakingplaceinthePoet's

soul,amicrocosmoftheconflictintheuniversebetweenGood
18〕

andEvil;…

ただ,ロジャズはプラトンに傾きすぎているようであって,∂α毎ル甜紗

∂α毎のりの二元的対立を強調するけれども,問題は彼自身も認めるように,

善悪いずれかにくみするよりも前に,いずれが善でいずれが悪かが見分かち

難い点にある。今一つは,霊魂を小宇宙と見るのとはむしろ逆に,シェリィ

は宇宙を精神の投影として見ているのではないか,ということである。(こ

の点については先にp.3においても触れた。)これは,よく指摘されるよう

に,シェリィの比喩が具体物を表象するに抽象的心像をもってするという,

一般とは逆の傾向にも通じるものである。彼がAわざねγ的主題を再び二年

後に取上げたPγ彿〝ノ柄k堀部(1817)が失敗作として,断片のままに終っ

た理由も,その一つはAlastorの本質的ambiguityは未解決のままに,

Urania-Pandemosの対立を表面に押出そうとして,取扱いが外面化されす

ぎた点にあるだろう。

さてベィカァは上に触れたように,ピーコックの証言を,事実としては否

定するわけではないが,作品の理解へのそれの価値を全く認めない。彼は

Alastor主題そのものを認めないのであって,その攻撃はシェリィの自序に

まで及ぶ。彼によると,先ず出来上った詩にはAlastor主題など存在しな

かった。シェリィが表題に窮してピーコックの提案を容れたこと自体に無理

があり,その際つじつまを合わせるために序文の一部を書き加えたのであっ

て,序文そのものも矛盾を含む,というのである。そこで以下に暫らくべィ

カァの序文の読み方を検討してみよう。彼がAlastor主題の唯一の表明と

見るのは次の一文である。

Thepoet,sself-Centredseclusionwasavengedbythefuriesof
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anirresistiblepassionpursuinghimtospeedyruin.

35

ところが少しく後に次のような文が来る。

Amongthosewhoattempttoexistwithouthumansympathy,the

pureandtender-heartedperishthroughtheintensityandpassion

Oftheirsearchafteritscommunities,Whenthevacancyoftheir

Spiritsuddenlymakesitselffelt.

ベィカァはこの二文が両立しないと考える。なぜなら「自己中心的な」詩

人と「清らかに心やさしい」詩人とは同一人物ではあり得ないから。しかし

それは前後矛盾しないように解釈できるし,当然すべきである。「人間的共

感なしに生きようとする人々」とは詩人に対置された他者ではなく,詩人が

試みた生き方の一つを示すものである。すなわち`Amongthosewhoat-

tempt…'とは`Amidstotherswh0...'ではなく,`Ofallthose-including

thepoethimself-Whoattempt..)と解すべきところである。事実この主

人公は人間的共感を求めずして生きんと努め,自らの心の中なる空虚を悟っ

たときにすら,必ずしも人間的共感ならぬ理想愛を求めて-ここで,`its

COmmunities'の`its'は`humansympathy'を受けるのではなくて,`their

Spirit'を先取するのであろうか?-さまようのである。この文は詩人の人

生態度の二つの段階を表わすものであり,人間的共感なくして安易に生きる

者-`attempt'とは不用意に用いられた語ではない-と心やさしき詩人

とを区分するものではない。更にこれにすぐ続く最後の部分:

Allelse,Sel丘sh,blind,andtorpid,arethoseunforeseeingmul-

titudeswhoconstitute,tOgetherwiththeirown,thelastingmisery

andlonelinessoftheworld.Thosewholovenottheirfellow-beings

liveunfruitfullives,andpreparefortheiroldageamiserable

graVe・
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はかつてA・C・Bradleyが,キーツのTheFalldめPerion中の有名な

一節(i,147ff・)に影響を与えたであろうと指摘した箇所であるが,これが

詩人以外の「目先きの見えぬ大衆」を指すというならば,いかなる意味で詩

人が「同胞を愛する」部類に属するのか。詩人はアウグスティヌスの「告白

録」中の言葉をモットpに掲げて,`Nondumamabam,etamareamabam,

quaerebamquidamarem,amanSamare'と公言するのである。ブラッド

リィもこの点に疑問を抱いた一人であって,`…theworld.Those‥.'の部

分は`...theworldMthose…'と続けるべきだというBuxtonFormanの推定

が正しいのではないかと考えた。事実初版ではfellow-beingsの次にコン

マがあったらしいのはこの説にやや有利であり,更に内容的にも形式的にも

Selfish・…‥lovenottheirfellow-beings

torpid……1iveunfruitfullives

blind・・・・・・preparefortheiroldageamiserablegrave

のような斉合が認められることからも`...those(multitudes)wholove

not…'と読んで上の文に続けたい気がする。

キーツのMonetaが夢想家と詩人とを峻別して,

Thepoetandthedreameraredistinct,

Diverse,Sheeropposite,antipodes.(TheFall,i,199-200)

と言うのも,両者を相容れぬ別個の人種としているのではない。もしそうな

らば,キーツ自身救いようのない夢想家に属するであろう。そうではなく,

夢想家と詩人とは成長の二段階であって,夢想家は夢想家たることを自覚す

ることによって,初めて夢想家であることを超え,humanityに目覚めた詩

人とはなる。その故にこそキーツは彼の断片を大胆にも7如飽〟q〆員玩匝-

γね明:』Lヱカ㍗α閏と銘打ったのである。努めてシェリイの博愛主義的な影
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響を避けようとしたキーツではあるが,彼に対するシェリィの影響は思いの

他大きい。両詩人が1817年に会して長詩の競作を約したとき,夫々に実った

のはme励む0/Jq/J∫/α桝と励め面前とであったが,助4γ川前朋創作に

当ってはAJα∫わγがキーツの念頭にあったことは,よく指摘されるところ

であり,キ～ツは女神Cynthiaとインド少女とが同一であることを示すこ

とをもって,AJがねγにおける幻の乙女とアラビアの少女との実在的関係に

ついての問に対する,彼の答としたのである。ただ,これは二律背反的な懐

疑主義の中に動いているシェリィにとっては受容れ得ない解決法であった。

シェリィにとって,もう-つ開かれていたalternativeは詩人と夢想家の価

値段階の逆転である。これについて語るにはE,A.ポウを引合いに出すのが

好都合であろう。ともかくシェリィ,キーツともにmβ乃・i〟椚タカ〆工妙,

me飽〃q′月初油症鍋という,両者にとって最高の傑作となるべきであっ

たダンテ的幻想の断片を絶筆としたことも偶然ではなく,意識の共通性の問

題として,広くはAlbertB色guinが考究した`1'畠meromantiqueetler芭ve'

の文脈において把握さるべきものであろう。

4

前二章において述べ来たったことを傍証するためにも,E.A.ポウについ

てもっと早く語るための場所を見出すべきであったかも知れない。ポウとシ

ェリィとの関係は,花椚erJαか紺からAJA〝助けに至るポウの初期詩篇に

与えた後者の影響に止まるものではなくして,本質的な両詩人のafhnityに

ある。両者は霊の世界に対する異常な-自殺的な-憬れとともに棚Cα-

breなものへの偏執的関心-それは霊に対する肉体のhumiliationの表

われであろう-をも共有している。ポウはシェリィについて語る機会を多

くは持たなかったが,ルbrgi〝αJiαの一篇`Shelley'においてうかがわれ

るように最も早くシェリィの特質を把担した人であった。ポウの眼に映じた
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シェリィの世界は,我々に見えるよりもはるかに複雑で多彩なものであった

ろう。そのポウはシェリイの難解きを我々に注意している。

He〔Shelley〕isthemostfatiguingofpoets….Whatinhim,

SeemSthediffusenessofoneidea,istheconglomerateconcisionof

many:andthisspeciesofconcisionitiswhichrendershim

Obscure.

ポウがこのように看破していたそのシェリィが,ヴィクトリア朝には少女

的な詩人になり下ったのはなぜであろうか。ポウはシェリィとテニスソとの

止揚の上に立つ,詩の理想を夢みていた。ポウの挙げる理想的な詩人の条件は

マラルメの出項!を期待させるものの如くに読まれる。そしてマラルメがテニ

スンに対して抱いた関心はよく知られた所であるが,シェリィは,そこに至る

歴史の車では全き変容を遂げねばならなかったのであろうか。シェリイ=ポ

ウの系譜は英文学においては遂にフランシス・トムソンをしか生まなかった。

さて,ポウのMbrginaliaには今一篇`LordByronandMaryChaworth'

と題するものがあるが,そこにおいてポウはいわゆるロマン的愛の本質を衝

いている。

…thatit〔Byron'sattachmentforMary〕wasthusearneStand

enduring,doesnotcontrovert,inanydegree,theopinionthatit

WaSaPaSSion…Ofthemostthoroughlyromantic,Shadowyand

imaginativecharacter.ltwasbornofthehour,andofyouthful

necessitytolove,Whileitwasnurturedbythewatersandthe

hills,andthenowers,andthestars.lthadnopeculiarregardto

theperson,OrtOthecharacter,OrtOthereciprocatingaffection

ofMaryChaworth.Anymaiden,nOtimmediatelyandpositively

repulsive,hewouldhaveloved,underthesameCircumstances・
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これはその対象が,誰でもよいだけにかけがえがなく,その機会が,偶然

であるだけに必然であるようなロマン的な愛への,自己反省的な洞察であ

る。そして河や山,花や星の力に触れるところはシェリィの`To-',バ

イロンの,メアリィ・チャーワスの思い出を綴るて伽上れ柳和を直ちに想

起させる。

〔He〕madehimfriendsofmountains:Withthestars

AndthequickSpiritoftheUniverse

Heheldhisdialogues;...

(Tん上か門腸閉,195ff.)

詩人ウィルバァは,ボウのこのバイロン論にふれて次のように註している。

Poeticlove…isaunilateral,Visionary,Creativeactofthepoet'S,

facilitatednodoubtbybutultimatelyunrelatedtothepresumptive

beloved.Therealaffairisbetweenthepoetandhissoul,andthe

functionofloveistoproducevisions.

この`poeticlove'という語句からは,ポウの自己批評的な`romantic'と

いう形容詞が抜け落ちているが,この文はバイロンの詩を説明する以上にポ

ウ自身やシェリィの詩について語っている。詩人の「魂」とはポウにおいて

はPsycheでありLigeiaであり,実人生における従妹のヴァージニア・

クレム(VirginiaClemm)である。またシェリィにおいては`Souloutof

mysoul,(Ei・砂SyChidion)でこそあって,現実にはメアリィであり,エミリ

アであり,ジュインでありながら,かつまた,その誰でもない。バイロンに

例証を求めるならばメアリ・チャーワスよりはむしろ異母妹オーガスタ・

リー(AugustaLeigh)であり,作品においてはManfredの妹にして恋人で

あったAstarteの霊ではなかろうか。
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Frequentlythesenarratives〔ofthehero,sjourneytorevisithis

PsycheinDream-Land〕involvesa`divisionofthehero,spersonality

intotwoormorecharacters',thefundamentalduocorrespondingto

WhatPoecalledthe"Bi-PartSoul."Ishallrefertothesetwoegos

asthePoetandtheDreamer:thePoetrepresentsthehero'spower

toventureintoandwitnessthedream,WhiletheDreamerrepre-

SentSthemoiintirieur,thepurevisionaryself.

ここにおいて「詩人」と「夢想象(幻視者)」との相対的地位は,キーツ

におけるとは逆転するのであって,人類への愛を通しての世界の解放と,自

己への沈潜を通じての霊の世界への離脱,復帰という二つの相反する道,一

見両立させがたい目的,を前にして,二つの価値の体系の問に選択を迫られ

たシェリィは,ポウとともに後者を選ぶべき気質的傾向にもかかわらず,な

お前者の価値を意識的努力の上では優先せずにはおけないのであった。

注:-

(∋`AtheismleavestomanTeaSOn,Philosophy,naturalpiety,laws,

reputation,andeverythingthatcanservetoconducthimtovirtue;.・・

(97短地顔cPJα融,p.143.

⑨Alastorと同時に発表されたが,その原型はすでに`TheEsdaileNotebook'

に見られる。但しこの詩は,特に1816年のversionでは,対話詩と見られるので

はないか,という気がする。多少考察を必要とすると思われるので,以下に全文

(1816年のversion)を引く。

〔A.〕Thepale,thecold,andthemoonysmile

Whichthemeteorbeamofastarlessnight

Shedsonalonelyandsea-girtisle,

Erethedawningofmorn'sundoubtedlight,

Isthenameoflifeso丘ckleandwan
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Thatflitsroundourstepstilltheirstrengthisgone.

〔B.〕Oman!holdtheeonincourageofsoul

Throughthestormyshadesofthyworldlyway,

Andthebillowsofcloudthataroundtheeroll

Shallsleepinthelightofawondrousday,

WhereHellandHeavenshallleavetheefree

Totheuniverseofdestinv.

〔A.〕Thisworldisthenurseofallweknow,

Thisworldisthemotherofallwefeel,

AndthecomingofdeathisafeaIfulblow

Toabrainunencompassedwithnervesofsteel;

Whenallthatweknow,Orfeel,OrSee,

Shallpasslikeanunrealmystery.

〔B.〕Thesecretthingsofthegravesarethere,

Whereallbutthisframemustsurelybe,

Thoughthefine-WrOughteyeandwondrousear

Nolongerwilllivetohearortosee

Allthatisgreatarldallthatisstrange

Intheboundlessrealmofunendingchange.

〔A.〕Whotellethataleofunspeakingdeath?

Wholifteththeveilofwhatistocome?

Whopainteththeshadowsthatarebeneath

Thewide-Windingcavesofthepeopledtomb?

Oruniteththehopesofwhatshallbe

Withthefearsandtheloveforthatwhichwesee?

41

`TheEsdaileNotebook'を校訂したK.N.Cameronはこの詩のエピグラフ



42 AJαSわrの意味

とされた"Thereisnowork,nOdevice,nOrknowledge,nOrWisdom,in

thegrave,Whitherthougoest."(Ecclesiastes,ix,10)は,詩の説明であるよ

りはむしろ出発点であると考え,シェリィは伝道の書の唯物論的厭世主義に必ずし

も同意していなかったとして,1811年6月に詩人がエリザベス・ヒッチナァに宛て

た手紙を引用している:"IthinkIhavearighttodrawthisinference,that

neitherwillsoulperish;thatinafutureexistenceitwillloseall

COnSCiousnessofhavingformerlylivedelsewhere.‥"しかし,この詩を上に

仮定したようにAとBとの死に関する対話と見なすべきものなら,A(奇数の聯に

おいてのみwe,Ourという語が現われるのに注意)が詩人であり,Bは遂に不明

であって,最後の聯においても,詩人はBが与える慰めを受容れるべきか否かを知

らない。詩の構造の均斉の上からも要求されるBの答えは,遂に与えられないので

ある。このように見ると,この詩もまた懐疑主義に近づく。なお細かな点について

言うと,第一聯の主語は勿論`thename'である。また第二聯`thyworldlyway'

は`TheEsdaileNotebook'では`thydoubtfulway'とあり懐疑主義的観点に

も,また第一聯の`undoubtedway'との対比のためにも一そう適切である。第四

聯の`lhisframe'が多少引掛かるならば,これは第三聯の'Thisworld-と同じく,

此岸的な意味であると考えれば,`娩ッframe'とあるより一そう一般的であり,適切

であろう。

(り以下に引くのはその全文である。

Oh!therearespiritsoftheair,

Andgeniioftheeveningbreeze,

Andgentleghosts,witheyesasfair

Asstar-beamsamongtwilighttrees:-

SuchlovelYrninisterstomeet

Ofthastthouturnedfrommenthylonelyfeet.

Withmountainwinds,andbabblingsprlngS,

Andmoonlightseas,thatarethevoice
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Oftheseinexplicablethings,

Thoudidstholdcommune,andrejoice

Whentheydidanswerthee;butthey

Cast,1ikeaworthlessboon,thyloveaway.

AndthouhastsoughtinstarryeYeS

Beamsthatwerenevermeantforthine,

Another'swealth:-tameSaCri丘ce

Toafondfaith!stilldostthoupine?

Stilldostthouhopethatgreetinghands,

Voice,looks,Orlips,mayanSWerthydemands?

Ah?whereforedidstthoubuildthinehope

Onthefalseearth'sinconstancy?

Didthineownmindaffordnoscope

Oflove,OImOVingthoughtstothee?

Thatnaturalscenesorhumansmiles

Couldstealthepowertowindtheeintheirwiles?

Yes,allthefaithlesssmilesare負ed

Whosefalsehoodlefttheebroken-hearted;

Thegloryofthemoonisdead;

Night'sghostsanddreamshavenowdeparted;

Thineownsoulstillistruetothee,

Butchangedtoafoul丘endthroughmisery・

Thisfiend,Whoseghastlypresenceever

Besidetheelikethyshadowhangs,

Dreamnottochase;一themadendeavour

Wouldscourgetheetosevererpangs・

43
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Beasthouart.Thysettledfate,

Darkasitis,allchangewouldaggravate.

㊥以下に挙げる対応が単なる偶然の一致ではなく,意味の照応であるのは,文脈

の中で見られた時,明らかである。

ministers(5,Al.330,698);holdcommune(10,Al.486);boon,love

(12,Al.,4);StarryeyeS(13,Al.490);丘end(30,31,Al.Passim),

@Cf.0Ⅹforded.,p.902.

㊦T鮎肋i乃ツlI花娩花,pp.150f.

⑨Th凡肋間かC毎秒抜p.

⑨彪Uαは血乃∫,p.221.

⑩r磁」短甑醜おCo〝把`わ,p.69.

⑪主人公ヴィクタ7・フランケンスタイン日数このことに気づいていることは,

次の引用から明らかである。しかも彼が利己的な独善性を超え得ぬところに,その

破滅の原因がある。

IconsideredthebeingwhomIhadcastamongmankind,andendow-

edwiththewillandpowertoeffectpurposesofhorror...nearly

inthelightofmyownvampire,rnyOWnSpiritletloosefromthe

grave,andforcedtodestroyallthatwasdeartome.(Ch.VII)

Andcouldnotsuchwordsfromher〔Elizabeth〕whomIfondlyprized,

beforeeveryothergiftoffortune,Sufficetochaseawaythe丘end

thatlurkedinmyheart?(Ch.IX)

㊥この詩がコウルリッジに宛てられたものであると考えさせることを阻むのは,特

にこの最後の聯である。殆んど命令文からなるこの聯が20歳も年長の詩人への忠告

とは考え難く,エウリピデスからの教訓はなおさらにこれがシェリィ自身の心に向

けられたものとの感を深くさせる。

⑯N.Rogers,ShelleyatWork,p.70.

⑭但しメアリィによるとシェリィが1814-16年にかけて読んでいたギリシャ語の
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書目は,ホメロス,テオクリトス,トウキュディデス,ヘロドトス,ディオゲネス・

ラエルティオス,プルタルコス,ルキアノスの多きにわたりながら,悲劇詩人から

はアイスキュロスの乃働融血のⅤ彿血はを挙げているにすぎない(Cf.0Xford

ed・,pp.528&536)

⑯`wretch'(OEwrecca)が`wreak'(OEwrecan)と語原を同じうし,`wre-

Can'(revenge,punish)の原義が`drive,urge'であったこと,また`wrec-

an'と`urg-ere'が究極において同じ語原を有すること(JwERG)も考え合わせ

ると面白い。

⑯Ablackdemon,1etloosefromhelluponAhasuerus,gOadshimnow

fromcountrytocountrY;heisdeniedtheconsolationwhichdeath

affords,andprecludedfromtherestofthepeacefulgrave.(noteto

e糟乃肋み.)

⑰肋JJり'∫肋JorPα勅γ,pp.也仔

⑱qタ.由.,p.70.

⑩この序文が詩に対して持つ意味を否定する人は甚だ多い。極端な一例を引くと

NeitherthePrefacenorthemottofromSt.Augustine(whichwas

addedinlatereditions)hasmuchtodowiththecontentandspirit

Ofthepoem.(Grierson&Smith;ACわticalHistoryqfEnBlishPoelTT,

p.355.)

⑳`TheLettersofKeats'inO顔rdエビduresonPoelry,pp.240ff.

㊧R.Wilbur(ed.),Poe'sCbwletePoemS,P.18.

㊥ル♂リpp.19f.

⑳本稿は末だAJα∫ねγへの予備的考察の域を脱しない。本文に別しての具体的論究

は別の機会に倹ちたい。


